




研究目的 

子宮内胎児発育曲線は出生前の胎児管理上大切な data であると同時に,新生児の出生時の

各体位の基準値となる。出生時に児の各体位を子宮内胎児発育曲線上にプロットする事に

より児の受けた胎内環境の影響を推測し児の risk factor を知る事が可能であり周生期医

療にとっては必要不可欠の data である。 

本邦においては1964年に発表された船川のdataが汎用されているが,すでに諸家の指摘の

如くその deta の処理法に問題点が含まれておりより信頼度の高い新しい子宮内胎児発育

曲線の作成が望まれていた。今回,我々は全国主要 33 施設の協力を得る事が出来たので在

胎週数の正確度を加味した子宮内胎児発育曲線を作成した。 


